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港北区連合町内会 ５月定例会 
令和４年５月 20日（金）午後２時 00分から 

港北区役所 １号会議室 

３密を避けるため、通常よりも人数を縮小して定例会を開催します。 

議題 
 

１ 一斉改選に伴う民生委員・児童委員及び主任児童委員の推薦について（事業説明） 

【市連会報告】[資料１] 

丹野 福祉保健課長 

◆ 資料は合同メールとは別に自治会町内会長あてに郵送します。 

 

令和４年12月１日の一斉改選に向けて、各地区・各連合において推薦準備会の開催、及び、

候補者の推薦をお願いします。  

 

(1) 依頼事項 

 自治会町内会 地区連合町内会 

推薦の対象  民生委員・児童委員  主任児童委員 

推薦人の 
選任 

・自治会町内会、地区民生委員児童委
員協議会の代表の方を含め、５人か
ら 10 人以内の推薦人を選任してく
ださい。 

・地区連合町内会、地区民生委員児童委
員協議会の代表の方を含め、５人から
10 人以内の推薦人を選任してくださ
い。 

推薦準備会の
開催 

【地区推薦準備会】 
・推薦人のうち過半数の方の出席が必
要です。自治会町内会、地区民生委
員児童委員協議会の代表の方は必ず
ご出席ください。 

【連合地区推薦準備会】 
・推薦人のうち過半数の方の出席が必要
です。地区連合町内会、地区民生委員
児童委員協議会の代表の方は必ずご
出席ください。 

開催時期 
 ６月から８月にかけて、各地区で開催をお願いします。 

※具体的な推薦手続については、６月に福祉保健課から自治会町内会長、地区

連合町内会長あてご案内いたします。 

書類の作成 
区への提出 

・候補者の履歴書 
・会議録     
・地区推薦準備会推薦人選出報告書 

提出締切  令和４年８月 24 日（水） 

委嘱日  令和４年 12 月１日 （委嘱式：令和４年 12月１日 開催予定） 
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(2) 推薦準備会開催にあたっての留意事項 

① 全地区で推薦準備会を開催し、協議のうえ候補者を推薦してください。 

      ※同じ方を再び推薦（再任）する場合でも、推薦準備会から推薦される必要があります。 

    ②  候補者の選考にあたっては、資格要件（適任者、年齢要件、居住要件）をご確認くださ

い。 

※年齢要件については、従来通り、民生委員・児童委員は74歳までとしています。担い手の確

保が年々困難になっている地域のみなさまから要件を緩和してほしいとのご意見を踏まえ、

本市としても検討を行ってきましたが、今回は緩和しないこととしました。これまでの検討

経過等については、資料４別紙をご確認ください。 

③  新たな候補者には、民生委員・児童委員及び主任児童委員業務について、十分なご説明

をお願いします。 

    ④  推薦準備会推薦人の選出について、自治会町内会（地区連合町内会）の代表の方と地区

民生委員児童委員協議会の代表※の方は、必ず推薦人としてください。この両者が出席

しない場合は、推薦準備会が開催できないこととしておりますので、ご留意ください。 

また、推薦準備会の開催においては、公正な運営をお願いいたします。 

      ※民生委員・児童委員の役割や実際の活動等について他の推薦人にご説明いただくことや、推

薦準備会における疑義等へご対応いただくため、地区民生委員児童委員協議会の代表の出席

を必須としています。 

 

２ 新型コロナワクチンの４回目の接種について（情報提供）【市連会報告】[資料２] 

前田 健康福祉局健康安全課ワクチン接種調整等担当課長 

◆ 合同メールで自治会町内会あてに送付します。 

 

新型コロナワクチンの４回目接種を実施します。 

 

 (1) ４回目接種対象者 

３回目接種後５か月を経過した、次のアまたはイに該当する方 

①  60 歳以上の方 

②  18 歳以上 59 歳以下で 

  ・  基礎疾患を有する方 

・ その他重症化リスクが高いと医師が認める方 

(2) 使用ワクチン 

武田/モデルナ社ワクチン及びファイザー社ワクチン 

 (3)  ４回目接種券の発送 

   ① 発送方法 

     ３回目を接種した 18 歳以上の方へ発送します。 

ただし、「60 歳以上の方」及び「基礎疾患を有する方等(18～59 歳)」のみが接種対象 

です。 

   ② 発送時期 

５月 20日（金）から順次発送（原則接種可能日の３週間前目安に発送） 
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 (4) 接種体制（接種会場） 

   ① 個別接種（市内医療機関） 

     ファイザー社ワクチン：約 2,000か所 

（うち武田/モデルナ社ワクチン併用：約 600か所） 

   ② 集団接種（使用ワクチンは武田/モデルナ社ワクチンのみ） 

    ア 集団接種会場 

          ９か所程度（原則３回目接種と同一方面会場にて実施できるよう調整中） 

     イ  大規模接種会場 

２か所（横浜ハンマーヘッド、及び 横浜ビジネスパーク）  

 (5) 予約方法 

① 市が予約を受け付ける接種場所（接種は事前予約制） 

５月 26 日（木）から予約を開始します。 

ア 市の予約専用サイト（Ｗeb） 

URL：https://v-yoyaku.jp/141003-yokohama （24 時間受付） 

 

 

イ 市 LINE 公式アカウント 

「横浜市 LINE 公式アカウント」を友だち登録 

ウ 予約センター（電話） 

0120-045-112 （９時～19 時まで 土・日曜、祝・休日も実施） 

エ FAX 予約（耳の不自由な方でインターネット予約ができない方専用） 

045-550-4226 （９時～19 時まで 月～金曜（祝・休日を除く）） 

オ 予約代行 （詳細は別添「令和４年５月 11 日記者発表資料」を参照） 

市内郵便局 302 か所（９時～17 時まで 月～金曜（祝・休日を除く）） 

区役所ワクチン相談員（９時～17 時まで 月～金曜（祝・休日を除く）） 

② 直接、予約を受け付ける医療機関 

個別通知（接種券）に同封の医療機関一覧で予約方法をご確認ください。 

 (6) 問合せ先 

    横浜市新型コロナウイルスワクチン接種コールセンター 

 Tell : 0120-045-070 

 

３ 港北区民文化センターの愛称に関する区民投票について（情報提供）[資料３] 

岸本 地域振興課長 

 ◆ 資料の配布はありません。 

港北区の新たな文化芸術活動の拠点となる、「港北区民文化センター」が、令和６年３月に開

館する予定です。より愛着を持たれる施設となるよう行った応募では、151作品ものご応募をい

ただきました。厳正な審査により４作品の最終候補を決定し、その中から区民の皆様の投票で

最も得票数の多い作品を、「港北区民文化センター」の愛称として決定します。 

 

 

横浜 新型コロナワクチン 4 回目予約 検索 
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(1)  最終候補４作品 

①  ミズキーホール 

（港北区のキャラクター「ミズキー」にちなんだ愛称） 

②  こうほっくる 

（港北区にたくさん人が来てくれるよう「港北区に来る」⇒「こうほっくる」） 

③  こうほくハートシンフォ 

（区民の心が共感し、シンフォニー（交響曲）を奏でるという意味） 

④  コルクト 

（ラテン語で心「col（コル）」と英語で繋ぐ「connect（コネクト）」を組合わせた言葉） 

(2)  投票について 

       電子申請、はがき、FAXのいずれかで必要事項を記載のうえ投票します。（一人 1回限り） 

①  必要事項 

愛称候補作品、氏名、住所（在勤、在学の方は勤務先・学校名）、電話番号 

   ② 投票資格 

     港北区内在住・在勤・在学の方 

   ③  投票先 

     港北区地域振興課区民文化センター愛称担当 

郵送：〒222-0032 港北区大豆戸町 26-1 

FAX ：045-540-2245 

ホームページ： 

 

 

(3) その他 

決定した愛称については、広報よこはま９月号や区役所ホームページで発表する予定です。

また、決定した愛称に投票した方の中から、10組 20名様を、令和６年３月に予定してい 

るオープニングイベントへご招待します。 

当選は、発送をもってかえさせていただきます。    

 

４ 防災関係 

◆ ２、３について合同メールで自治会町内会あてに送付します。 

 

１ 浸水ハザードマップ発行について（情報提供）【市連会報告】[資料４-１] 

 高群 総務局地域防災課担当課長 

 

洪水・内水（ないすい）・高潮の３つのハザードマップを１冊にまとめた浸水ハザードマッ

プを作成しました。区内の全世帯・全事業所に委託事業者が配布します。（これまで、洪水と

内水のハザードマップは、別々に作成・配布しており高潮については初めてになります。） 

また、浸水ハザードマップのほかにリーフレットと、一人ひとりの避難計画を作成し避難

行動につなげてもらう「マイ・タイムライン」もあわせて配布します。 

港北区の配布時期は７月１日から７月 24日までを予定しています。 

港北区民文化センター 愛称 投票 検索 
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このマップには、避難情報の意味を正しく理解するための説明に加え、避難する際に注意

する場所や情報の入手方法等も掲載します。 

日頃からハザードマップを活用し災害に備え、いざという時の迅速な避難につなげてくだ

さい。 

 

２ 地域防災活動支援に向けた研修等について（事業説明）【市連会報告】[資料４-２] 

                 高群 総務局地域防災課担当課長 

 

(1)「防災・減災推進研修＜基礎編＞」のご案内  

① 対象者 

       「町の防災組織」(自治会町内会等)のメンバーの方（２名までの推薦が可能） 

②  研修内容 

     横浜市の防災対策や「町の防災組織」の役割や地域との連携を学んでいきます。 

③ 研修日程等  

【時間】13:00～17：00 

日程 場所 定員 

6 月 27 日（月） 横浜市民防災センター（横浜駅） 50 名 

6 月 28 日（火） 横浜市民防災センター（横浜駅） 50 名 

6 月 29 日（水） 横浜市民防災センター（横浜駅） 50 名 

6 月 30 日（木） 横浜市民防災センター（横浜駅） 50 名 

７月２日（土） 栄区役所（本郷台駅） 40 名 

７月９日（土） 旭区役所（鶴ケ峰駅） 40 名 

７月 23 日（土） 金沢区役所（金沢文庫駅） 40 名 

７月 30 日（土） 青葉区役所（市が尾駅） 40 名 

８月４日（木） 中区役所（関内駅） 50 名 

 

 

 

 

 

 

洪水 
大雨などによって 

河川などの水位が上昇し、堤防を超えて水があふれたり、 

堤防の土砂が流出して決壊したりすること。 

内水 
雨の量が下水道などの排水能力を超えたときや河川などの排水先の水位が高くなっ

た時に雨水を排水できなくなり、浸水すること。 

高潮 台風や発達した低気圧が通過する際、海水面（潮位）が大きく上昇すること。 
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④ 申込方法 

     「防災・減災推進研修＜基礎編＞」推薦書を６月10日(金)まで（必着）にご提出くださ

い。 
    ・申込先 株式会社ミントス(電話 228-8080) 

郵送：〒231-0014 横浜市中区常盤町１-２-１ ９F-D  

FAX ：045-228-8510 

電子メール：seminar.annai2021@gmail.com 

・問合せ先（研修の内容、自宅学習編の申込方法） 

      横浜市総務局地域防災課（長谷川、橋本）(電話 671-3456) 

(2)「防災・減災推進研修＜支援編＞」のご案内 

① 対象者：自治会町内会等 

② 研修内容 

地域における被害想定、風水害への備え、地震火災への備えなど６つのプログラムか

ら最大３つまでの希望内容をもとに研修内容を調整し、地域にアドバイザーを派遣しま

す。 

③  研修日程 

個別に調整させて頂きます。※１地域につき１日１～３時間程度 

④ 申込要件 

・研修参加者（５人以上）の確保 

   ・研修実施場所の確保 

⑤ 申込方法 

  「防災・減災推進研修＜支援編＞」申請書を６月10日(金)まで（必着）にご提出くださ

い。 
・申込先 横浜市総務局地域防災課（長谷川、橋本）(℡671-3456) 

郵送：〒231-0005 横浜市中区本町６丁目50番地の10 10階 

ＦＡＸ：641-1677  電子メール：so-gensai@city.yokohama.jp 

(3)「横浜市避難ナビ」 

一人ひとりの避難行動を平時から災害時まで一体的に支援する「横浜市避難ナビ」を作

成しました。自治会町内会等の地域の方々へご案内をお願いください。 

 

 

 

 

(4)「横浜市災害時における自助及び共助の推進に関する条例」の一部改正 

横浜市災害時における自助及び共助の推進に関する条例が一部改正されました。地震の

備えだけでなく、「風水害も想定した対策の充実」の明記や「自主避難の強化」を明確化

する等、時代の変化に即し改正しました。 

 

 

 

横浜市 避難ナビ 検索 

mailto:seminar.annai2021@gmail.com
mailto:so-gensai@city.yokohama.jp
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３ 令和４年度家具転倒防止対策助成事業のご案内（情報提供） [資料４-３] 

高群 総務局地域防災課担当課長 

家具転倒防止対策の取組を支援するため転倒防止器具の取付けを無料代行します。

（器具代は申請者の負担となります。） 

(1) 対象者（同居者全員が、下記の①～⑥のいずれかであること）

① 65歳以上

② 身体障害者手帳の交付を受けている

③ 愛の手帳（療育手帳）の交付を受けている

④ 精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている

⑤ 介護保険法による要介護、又は要支援の認定を受けている

⑥ 中学生以下

(2) 申込期間

令和４年５月１日から７月 31日（先着 300件）

(3) 申込方法

① 郵送：申込書に記入の上、下記宛先へ送付

〒231-8790 横浜市中区長者町五丁目 49 番地の１

特定非営利活動法人 横浜市まちづくりセンター

② 電子申請：ホームページ、または二次元コードから申込フォームへアクセス

５ 令和 4 年度日本赤十字社募金について（協力依頼）[資料５] 

仲丸 港北区社会福祉協議会事務局長 

◆ ５月末に募金資材を自治会町内会あてに郵送します。

  令和４年度の日本赤十字募金について、募金活動の協力を依頼します。 

横浜市 家具転倒防止 検索
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６ 情報提供 

◆ 合同メールで自治会町内会あてに送付します。

１ 令和４年度 区運営方針について [資料６-１] 

柏崎 区政推進課長 

【基本目標】 活気にあふれ、人が、地域がつながる「ふるさと港北」 

～区民の皆様の安全・安心を守り、ともに歩む区政～ 

２ 『港北の消防第 66号』について [資料６-２] 

岩佐 消防署副署長 

『港北の消防第 66号』を発刊しましたので配布します。 

７ 掲示依頼 

岸本 地域振興課長 

◆ 資料は合同メールで自治会町内会あてに送付します。

 消費者被害等の注意喚起ちらし「月次相談リポート」について [資料７] 

８ 行政機関からの情報提供 

(1) 港北警察署

・港北区内犯罪発生状況

・交通事故概要

(2) 港北消防署

・港北区内の火災・救急状況について

５月の合同メールは５月 23 日（月）に発送します。 

◆港北区連合町内会定例会の資料は、ホームページに掲載しています◆

https://kohoku-rengou.net/

港北区連合町内会 定例会資料   で 検索  

港北区令和４年度運営方針 検索


